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９ 関係条例・規則等 

○高知市立点字図書館条例 

(昭和 42 年 8 月 1 日条例第 41 号) 

改正 昭和 42年 10 月 26 日条例第 49 号昭和 47年 6月 24 日条例第 39号

平成 19 年 10 月 1 日条例第 42 号 平成 29 年 10 月 1 日条例第 53 号

平成 31 年 1 月 1 日条例第 3号 
 

(設置) 

第 1 条  身体障害者福祉法(昭和 24 年法律第 283 号)第 28 条第 2項の規定に基づい

て，本市に点字図書館を設置する。  

(名称及び位置) 

第 2 条 点字図書館の名称及び位置は，次のとおりとする。  

名称 高知声と点字の図書館  

位置 高知市追手筋二丁目 1番 1号  

(事業) 

第 3 条 点字図書館は，次に掲げる事業を行う。  

(1) 点字・録音図書記録その他必要な資料を収集し，整理し，及び保存して視覚障害

その他の障害により視覚による表現の認識が困難な者（以下「視覚障害者等」と

いう。）の利用に供し，その教養，調査研究，レクリエーション等に資するこ

と。  

(2) 点訳・音訳ボランティアその他点字図書館ボランティアの育成及び支援を図るこ

と。  

(3) 視覚障害についての相談，支援等に関すること。  

(4) 前 3 号に掲げるもののほか，第 1条の設置目的を達成するために必要な事業  

(開館時間) 

第 4 条 点字図書館の開館時間は，次のとおりとする。ただし，市長が必要と認める

ときは，これを変更することができる。  

(1) 火曜日から金曜日まで（国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号。以

下「祝日法」という。）に規定する休日に当たる場合を除く。） 午前 9時から午

後 8時まで  

(2) 土曜日，日曜日及び祝日法に規定する休日 午前 9時から午後 6時まで  

(休館日) 

第 5 条 点字図書館の休館日は，次のとおりとする。ただし，市長が必要と認めると

きは，臨時に休館し，又は，臨時に開館することができる。  

(1) 月曜日（祝日法に規定する休日に当たる場合を除く。）  

(2) 毎月（8 月を除く。）第 3金曜日（祝日法に規定する休日に当たる場合を除

く。）  

(3) 12 月 29 日から翌年の 1月 4日までの日  

(4) 8 月中において 4 日の範囲内で市長が指定する日  

 



 

(使用料) 

第 6 条 点字図書館の利用については，使用料を徴収しない。  

(入館の制限及び退館) 

第 7 条 市長は，次の各号のいずれかに該当するときは，点字図書館への入館を拒否

し，又は点字図書館から退館させることができる。  

(1) 他人に迷惑をかけ，又は点字図書館の資料，施設若しくは設備器具等を汚損し，

若しくは破損するおそれがあるとき。  

(2) 管理上必要な指示に従わないとき。  

(3) 前 2 号に掲げるもののほか，入館させることが適当でないと認められるとき。  

(損害の賠償等) 

第 8 条 点字図書館を利用した者が，点字図書館の資料又は施設若しくは設備器具等

を汚損し，損傷し，又は亡失したときは，市長の指示に従い，これを原状に回復

し，又はその損害を賠償しなければならない。  

2 市長は，やむを得ない理由があると認めるときは，賠償額を減額し，又は免除する

ことができる。  

(高知声と点字の図書館運営協議会) 

第 9 条 点字図書館の運営に関し市長の諮問に応ずるとともに，点字図書館が行う事

業につき，市長に対して意見を述べる機関として，高知声と点字の図書館運営協議

会（以下「協議会」という。）を置く。  

2 協議会は，次に掲げる者のうちから市長が委嘱する委員 10 人以内をもつて組織す

る。  

(1) 視覚障害者等の関係団体の代表者等  

(2) 視覚障害者等の福祉，医療及び教育並びにボランティア活動等の関係者  

(3) 前 2 号に掲げるもののほか，市長が特に必要と認める者  

3 委員の任期は，2年とする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とす

る。  

4 委員は，再任されることができる。  

5 委員は，その職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様

とする。  

6 前各項に規定するもののほか，協議会の組織及び運営に関し必要な事項は，規則で

定める。  

(委任) 

第 10 条 この条例の施行について必要な事項は，市長が定める。  

 

（附則等省略） 

 

 

 

 

 



 

○高知市立点字図書館条例施行規則 

(昭和 50 年 1 月 1 日規則第 1号) 

改正 昭和 50年 11 月 1 日規則第 84号昭和 61 年 2 月 1 日規則第 7号 

昭和 61 年 5 月 1 日規則第 35 号 平成 12 年 4 月 1 日規則第 16 号 

平成 19 年 4 月 1 日規則第 44 号 平成 26 年 3 月 1 日規則第 14 号 

平成 27 年 4 月 1 日規則第 50 号 平成 29 年 5 月 18 日規則第 100 号

平成 30 年 7 月 24 日規則第 70 号平成 31 年 1 月 1 日規則第 3号 

(目的) 

第 1 条 この規則は，高知市立点字図書館条例(昭和 42 年条例第 41 号。以下「条例」

という。)の施行について必要な事項を定めることを目的とする。  

(職員) 

第 2 条 点字図書館に次の職員を置く。  

(1) 館長  

(2) 司書  

(3) その他の職員  

(高知声と点字の図書館運営協議会) 

第 3 条 条例第 9条第 1 項に規定する高知声と点字の図書館運営協議会（以下「協議

会」という。）に，会長及び副会長 1人を置き，委員の互選によりこれを定める。  

2 会長は，会務を総理し，協議会を代表する。  

3 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき，又は会長が欠けたときは，その

職務を行う。  

4 協議会の会議は，会長が必要に応じて招集し，会長が議長となる。  

5 協議会は，委員の過半数が出席しなければ，会議を開き，及び議決をすることがで

きない。  

6 協議会の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決する

ところによる。  

7 協議会の庶務は，点字図書館において処理する。  

8 前各項に規定するもののほか，協議会の運営に関し必要な事項は，会長が協議会に

諮って定める。  

(点字図書館資料等の管理等) 

第 4 条 次に掲げる点字図書館資料等(以下「図書館資料等」という。)の購入，検収

及び管理については，図書館資料等の合理的，かつ，能率的な運営を図るため，高

知市物品会計規則(平成 8 年規則第 31 号)第 54 条の規定により，この規則の定める

ところにより行う。  

(1) 点字図書，録音図書その他の資料(以下「図書等」という。)  

(2) 読書機器，情報機器及び日常生活支援用具(以下「読書機器等」という。)  

(3) 図書等の資料製作用機器(以下「資料製作用機器」という。)  

(図書館資料等の年度区分) 

第 5 条 図書館資料等の受入れ及び払出しは，会計年度によって区分し，その所属年

度は，現に受入れ又は払出しのあつた日の属する年度とする。  



 

(寄贈図書館資料等の受入れ) 

第 6 条 寄贈された図書館資料等(以下「寄贈図書館資料等」という。)の受入れは，

館長が行う。  

2 寄贈図書館資料等には，寄贈者の氏名及び寄贈年月日を記入してその厚意を記念す

るものとする。  

3 寄贈に要する経費は，寄贈者の負担とする。ただし，特に必要があると認めるとき

は，その経費の一部又は全部を市で負担することができる。  

(帳簿の記載) 

第 7 条 館長は，図書館資料等の受入れ及び払出しに関する基本帳簿及び必要な補助

簿等を備えて図書館資料等の管理を明らかにしなければならない。  

2 基本帳簿への記載は，その記載原因の発生の都度，直ちにしなければならない。  

(帳簿記載の省略) 

第 8 条 消耗度の高いもの及び時期性の強いもの並びに雑誌，新聞，パンフレット等

については，前条の規定にかかわらず，基本帳簿への記載を省略することができ

る。  

(館内利用) 

第 9 条 図書館資料等は，館内で職員の指示に従い利用できる。  

(貸出しを受けることができる者) 

第 10 条 図書等及び読書機器等の個人貸出し（以下「個人貸出し」という。）を受け

ることができる者は，次に掲げる者とする。  

(1) 視覚障害その他の障害により視覚による表現の認識が困難な者（以下「視覚障害

者等」という。）  

(2) 前号に掲げる者のほか，館長が適当と認めた者  

2 図書等及び読書機器等の団体貸出し（以下「団体貸出し」という。）を受けること

ができる者は，次に掲げる者とする。  

(1) 他の点字図書館及び公共図書館  

(2) 視覚障害者等の団体  

(3) 視覚障害者等が利用する福祉，医療，教育施設等で館長が適当と認めたもの  

(個人貸出し又は団体貸出しを受ける者の登録) 

第 11 条 個人貸出し又は団体貸出しを受けようとする者は，館長の定めるところによ

り登録を受けなければならない。  

2 前項の登録を受けた者は，当該登録に係る事項について異動を生じたときは，その

旨を館長に届け出なければならない。  

(貸出期間等) 

第 12 条 図書等及び読書機器等の貸出期間は，郵送日数を除き 30 日以内とする。た

だし，館長が必要と認めるときは，その期間を伸縮することができる。  

2 個人貸出しについて，同時に貸し出すことができる図書等の数量は，点字図書にあ

っては 10 タイトル以内，録音図書その他の資料にあっては 20 タイトル以内とす

る。  



 

3 団体貸出しについて，同時に貸し出すことができる図書等の数量は，50 タイトル以

内とする。ただし，館長が必要と認めるときは，その数量を変更することができ

る。  

4 同時に貸し出すことができる読書機器等の数量は，館長が定める。  

 (ボランティアの登録) 

第 13 条 条例第 3条第 2 号に規定する点訳・音訳ボランティアその他点字図書館ボラ

ンティアとして活動しようとする者は，館長の定めるところにより登録を受けなけ

ればならない。  

(資料製作用機器の貸出し) 

第 14 条 資料製作用機器の貸出しを受けることができる者は，前条の登録を受けた者

（以下「登録ボランティア」という。）及び館長が適当と認めた者とする。  

2 資料製作用機器の貸出期間は，登録ボランティアにあっては当該登録期間内とし，

館長が適当と認めた者にあっては館長が認めた期間とする。  

(不用図書館資料等の廃棄) 

第 15 条 館長は，不用又は使用不能になった図書館資料等は，適時にこれを廃棄し，

常に図書館資料等の質的向上を図るものとする。  

2 館長は，善良な管理の下で図書館資料等が亡失したときは，その事情を調査し，6

月以上経過しても未解決のときは，これを除籍処分にすることができる。  

(施設の使用) 

第 16 条 市長は，次の各号のいずれかに該当するときは，点字図書館の施設を使用さ

せることができる。  

(1) 視覚障害者等が更生のための研修会等に使用するとき。  

(2) 視覚障害者等の援護及び福祉を目的として使用するとき。  

(3) 点訳及び録音奉仕活動のために使用するとき。  

(4) その他市長が適当と認めるとき。  

2 点字図書館の施設を使用しようとする者は，市長に事前の許可を受けるものとす

る。  

(その他) 

第 17 条 この規則に定めるもののほか必要な事項は，市長が別に定める。  

 

（附則等省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

○高知声と点字の図書館長に対する事務委任規則 

（平成 29 年 5 月 18 日規則第 101 号） 

(趣旨) 

第 1 条 この規則は，地方自治法(昭和 22 年法律第 67 号)第 153 条第 1項の規定に

基づき，市長の権限に属する事務の一部を高知市立点字図書館条例施行規則(昭和

50 年規則第 1 号)第 2 条第 1 号に規定する館長(以下「点字図書館長」という。)に

委任することに関し必要な事項を定めるものとする。 

(委任事務) 

第 2 条 点字図書館長に委任する事務は，点字図書館に関する事務のうち次に掲げ

るものとする。 

(1) 点字図書，録音図書その他の資料(以下「図書等」という。)の収集，整理及

び閲覧並びに貸出しに関すること。 

(2) 図書等の奨励及び相談事業に関すること。 

(3) 貸出中の図書等の紛失又は破損に対する弁償に関すること。 

(4) 点訳・音訳ボランティアその他点字図書館ボランティアの育成及び支援に関

すること。 

(5) 館報，目録及び利用案内等の編集及び刊行に関すること。 

(6) 点字図書館の施設の使用許可に関すること。 

(7) 3 日以内の臨時休館に関すること。 

(8) 前各号に掲げるもののほか，点字図書館の管理及び運営に関すること。 

(異例に属する事務等の取扱い) 

第 3 条 点字図書館長は，前条の規定により委任された事務であっても，異例に属

し，又は特に重要と認められる事務については，あらかじめ市長の指示を受け，

又は必要に応じて市長に報告しなければならない。 

附 則 

この規則は，公布の日から施行する。 

附 則(平成 30 年 7 月 24 日規則第 71 号) 

この規則は，公布の日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

〇高知声と点字の図書館利用者サービス等実施要綱（平成30年７月24日制定） 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は，高知市立点字図書館条例施行規則（昭和50年規則第１号。以下

「規則」という。）第17条の規定に基づき，高知声と点字の図書館（以下「声と点字

の図書館」という。）における図書等及び読書機器等（以下「資料等」という。）の

貸出しその他のサービスの実施に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この要綱において使用する用語の意義は，規則において使用する用語の例に

よる。 

 （視覚障害者等） 

第３条 規則第10条第１項第１号に規定する視覚障害者等とは，別表１に掲げる障害

等の状態にあり，かつ，著作権法（昭和45年法律第48号）第37条第３項に規定する

視覚著作物を視覚によりその表現が認識される方式によって利用することが困難

な者をいう。 

 （利用登録） 

第４条 規則第11条第１項の登録（以下「利用登録」という。）を受けようとする者

は，所定の利用登録申込書により館長に申し込むものとする。ただし，利用登録を

受けようとする者が声と点字の図書館に来館できないときは，電話，ファクシミリ，

郵便，電子メール等により，又はその代理人が申し込むことができる。 

２ 館長は，前項の規定による申込みがあったときは，その内容を確認し，適当と認

めたときは，当該申込みをした者の利用登録を行うものとする。この場合において，

個人貸出しに係る利用登録の申込みについては，別表２に定める確認事項によりそ

の内容を確認するものとする。 

 （貸出手続） 

第５条 利用登録を受けた者（以下「登録者」という。）は，資料等の貸出しを受けよ

うとするときは，館長に申し出るものとする。ただし，登録者が声と点字の図書館

に来館できないときは，電話，ファクシミリ，郵便，電子メール等により，又はそ

の代理人が申し出ることができる。 

 （登録の取消し等） 

第６条 館長は，登録者が次の各号のいずれかに該当するときは，利用登録を取り消

し，又は資料等の貸出しを停止することができる。 

 ⑴ 偽りその他不正の手段により利用登録を受けたとき。 

 ⑵ 貸出しを受けた資料等を転貸したとき。 

 ⑶ 規則第12条第１項に規定する貸出期間を経過し，貸出しを受けた資料等の返却

の督促を受けたにもかかわらず当該資料等を返却しないとき。 

 ⑷ 高知市立点字図書館条例（昭和42年条例第41号），規則又はこの要綱に違反し

たとき。 

 ⑸ 前各号に掲げるもののほか，館長が不適当と認めたとき。 

 （ボランティアの登録） 

第７条 規則第13条の登録を受けようとする者は，所定の様式により館長に申し込む



 

ものとする。 

２ 館長は，前項の規定による申込みがあったときは，その内容を確認し，適当と認

めたときは，当該申込みをした者を所定のボランティア名簿に登録するものとする。 

３ 館長は，登録ボランティアが次の各号のいずれかに該当するときは，当該登録を

取り消すことができる。 

 ⑴ 登録ボランティアとしての活動（以下「ボランティア活動」という。）を中止す

る申出があったとき。 

 ⑵ １年以上ボランティア活動の実態がないとき。 

 （その他のサービスの利用等） 

第８条 登録者のうち，個人貸出しの利用登録を受けたもの（以下「個人貸出登録者」

という。）は，声と点字の図書館において，次に掲げるサービスを利用することがで

きる。 

⑴ サピエ図書館サービス（特定非営利活動法人全国視覚障害者情報提供施設協会

が運営する視覚障害者情報総合ネットワークに声と点字の図書館を通じて会員

登録した個人貸出登録者に対し，当該ネットワークが録音図書等のデータ等を提

供するサービスをいう。） 

 ⑵ 対面音訳サービス 

 ⑶ 資料製作サービス（オーテピア高知図書館（高知県立図書館と高知市立市民図

書館の合築により整備する図書館をいう。）が所蔵する図書館資料又は個人貸出

登録者が所有する資料について点訳，音訳又はデジタル化の方式による製作を行

うサービスをいう。） 

２ 登録者は，資料等の貸出しを受けるに当たっては，郵送貸出サービスを利用する

ことができる。 

３ 前２項に規定するサービスを利用する場合は，個人貸出登録者又は登録者は，館

長に申し出るものとする。ただし，第１項第２号に掲げるサービスを利用する場合

は，個人貸出登録者は，あらかじめ当該サービスの利用を希望する日時を申し出る

ものとする。 

 （資料製作サービスによる製作） 

第９条 館長は，前条第１項第３号に掲げるサービスの利用について同条第３項の規

定による申出があったときは，当該申出に係る資料について他の点字図書館等にお

いて個人貸出登録者の求める方式で製作されておらず，かつ，製作される予定がな

い場合（館長が必要と認める場合を含む。）に限り，当該方式により製作することが

できる。 

２ 前項の製作は，点訳，音訳又はデジタル化の方式のうちいずれかの方式によるも

のとし，同一資料について複数の方式で製作しないものとする。 

 （郵送貸出サービスによる貸出し） 

第10条 館長は，第８条第２項に規定するサービスの利用について同条第３項の規定

による申出があったときは，当該申出に係る資料等が郵便法（昭和22年法律第165

号）第27条第２号又は第３号に掲げる郵便物に該当する場合に限り，郵送により貸

し出すものとする。 



 

２ 前項の規定にかかわらず，館長は，郵便法第27条第３号に掲げる郵便物に該当し

ない録音図書その他の資料について，特に必要と認めるときは，郵送により貸し出

すことができる。 

 （その他） 

第11条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は，別に定める。 

   附 則 

 この要綱は，平成30年７月24日から施行する。 

別表１ 

障害等の状態 

視覚障害 

聴覚障害 

肢体障害 

精神障害 

知的障害 

内部障害 

発達障害 

学習障害 

いわゆる「寝たきり」の状態 

一過性の障害 

入院患者 

その他館長が認めた障害 

 

別表２ 

 利用登録確認項目リスト 

確認事項 

身体障害者手帳がある。 ［   ］級 

精神障害者保健福祉手帳がある。 ［   ］級 

療育手帳（愛の手帳）がある。 区分［   ］ 

医療機関・医療従事者からの証明書がある。 

福祉窓口等から障害の状態を示す文書がある。 

学校・教師から障害の状態を示す文書がある。 

職場から障害の状態を示す文書がある。 

学校における特別支援を受けている，又は受けていた。 

福祉サービスを受けている。 

ボランティアのサポートを受けている。 

家族やヘルパーに文書類を読んでもらっている。 

活字をそのままの大きさでは読めない。 

活字を長時間集中して読むことができない。 



 

目で読んでも内容が分からない，あるいは内容を記憶できない。 

身体の病臥
が

状態，まひ等により，資料を持ったりページをめくった

りできない。 

その他原本をそのままの形では利用できない。 

 （障害の種類）視覚，聴覚，平衡，音声，言語，咀嚼
そ し ゃ く

，上肢，下肢，体幹，運動－

上肢，運動－移動，心臓，腎臓，呼吸器，膀胱
ぼ う こ う

，直腸，小腸，免疫 
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